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取組事項 2011年度 2012年度 2013年度
1 授業評価アンケートの活用（大学全体の取組） ○ ○ ○
2 期中レポート（添削済み）のフィードバック 本人に返却 全員に回覧 全員に回覧
3 ＩＳ大会実施（情報を含む四文字熟語を列挙） ○ ○ ○
4 理解度確認試験とアンケートの実施 △ ○ ○
5 学長と外部講師の感想文をフィードバック △ ○ ○
6 その他の取組      
① 大教室の席配置の工夫 △ ○ ○
② 遊びの要素を導入（クイズ、指の運動など） ○ ○ ○
③ 出席管理の方法 出席表回覧 出席表回覧 出席表回覧
④ ワンポイントレッスン（学生への熱きメッセージ） ○ ○ ○
⑤ 必修科目担当教員による授業の相互参観 × × ○
⑥ 授業の録画とノートの取り方指導 × × ○
⑦ ＴＡを配置 × × ○










10項目平均 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
非常にそう思う 16.8 34.2 35 37.4














番号 評価項目 ① ② ③
1 講義概要と授業の内容は合っていましたか 35.4 54.6 90
2 授業のテーマや目的は明確でしたか 37.3 51.8 89.1
3 授業の内容や説明はよく整理されていましたか 32.7 45.5 78.2
4 教員の話し方は適切でしたか 33.6 45.5 79.1
5 PPT、DVDなどの視聴覚教材は見やすく活用されていましたか 28.2 47.3 75.5
6 テキストや教材などは理解しやすく適切に使用されていましたか 28.2 48.2 76.4
7 質問やレポートなどに対して教員は適切に対応しましたか 45.5 41.8 87.3
8 私語や遅刻、早退に対する教員の対処は適切でしたか 34.5 48.2 82.7
9 教員の取組は熱心だったと思いますか 64.6 30.9 95.5








教員の取組は熱心だったと思いますか 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
非常にそう思う 19.7 47.5 50.9 64.6








































 情報を含む四文字熟語数の最大は 32ケで 1名、22ケが 1名、21ケが 3名で、平均は、11
ケ程度であった。情報技術、情報社会や情報文化という単語に加え、情報格差などの単語をあげ
た学生も多かった。
 図表 6に、英単語数の分布と記述例を示す。英単語数の方は、最大は 26ケで 1名、21ケが

































































































高等教育制度の段階 エリート型 マス型 ユニバーサル型
学習形態 Steel Learn Get & Enjoy
学習目標 人間形成 知識・技能の獲得 自己可能性の開花
授業態度 聴く 聞く・受ける 聞き流す・こなす
教育形態 Training Teaching Care ＆ Cure











教育行動モード イナクトメント フィットネス インタラクション
行動思想 教員中心 学生中心 相互作用
行動形態 統制 順応 一体
対クラス観 反応者 価値保有者 パートナー
行動方法 価値説得 価値発見 価値共創






























































*13：［10］p229、表Ⅵ -2 SLGEモデル。学生の学習スタイルの違いを示すモデルで Steal, 
Learn, Get, Enjoyの頭文字に由来する。
*14：中村（1992）は、近代科学に対する別の選択肢として、直観と経験と類推の積み重ねか
らなる臨床の知の重要性を指摘している。
*15：［13］p173、図「マーケティング行動モードの認識モデル」からヒントを得た。
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